
１ 結果返却の早期化について

令和７年度全国学力・学習状況調査では、児童生徒の学びへの還元を最優先に学校へ
の結果返却の時期が早期化された。（R６ ７/２６→R7 ７/14）
そこで、この趣旨を踏まえた対応の工夫事例を紹介する。

 結果返却の早期化に伴う工夫事例Ⅸ

２ 工夫事例～結果返却～

夏季休業前に、個人票を配付

返却直後の学校通信で結果を発信

＜具体的な工夫＞
・ 通知表ファイルに入れて配付

・ 国立教育政策研究所のURL及び二次元バーコードを掲載した
保護者宛て文書とともに配付

返却に係る指導の流れを教育委員会が提示
・小学校における「授業での返却」版 ・中学校における「三者面談での返却」版

 通知表と一緒に保護者の方に調査結果を見てもらえますね。ファイル
に入れておくと、通知表を渡す時期ごとに見直すこともできます。そして、
個人票を入れるための封筒の準備等が不要になり、封入作業が簡易に
なりますね。

保護者が簡単に調査問題にアクセスできることで、子供が解いた問題
を知ったり、そのことで子供と調査問題のことや夏季休業中に取り組み
たいことについて家庭で会話するきっかけにもなりますね。

 本年度も７月１４日以降に様々な報道機関で全国学力・学習状況調
査の結果のことが報じられました。結果の概要について発信することは、
保護者や地域からの「自分の学校のことについて知りたい」という求
めに速やかに応じることにもなります。
 また、調査に関する結果とともに、家庭学習に関する質問調査の回
答状況も示されていました。これなら家庭でできることを保護者が考え
る際の参考になります。夏季休業に入る機会に、家庭での生活・学習
習慣をあらためて見直すことを啓発する効果がありますね。

 管内の学校で返却の時期や返却の仕方に大きなずれを生まないこと
や、若年教員等の経験が浅い教員も安心して対応できることが期待で
きますね。
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３ 工夫事例～研修の改善～

〇 昨年度まで、調査結果に基づく校内研修は、結果返却（R6が７/２６）後に学力コー
ディネーターを中心として結果分析を行い、夏季休業後半以降に実施する校内研修に向
けて準備を行っていた。今年度は、結果返却（７/14）後に準備をしたことで、校内研修を
夏季休業前半に行った。

〇 昨年度まで、学校の調査結果をもとに、学校全体及び各学年で取り組むことを協議する
研修を行っていた。今年度はそれに加えて、個の状況を把握し、今後の支援の方向性を検
討した。

早期に成果と課題や学校全体で取り組むこと等を共通理解することで、
先生方が夏季休業中に、9月以降の準備をいつするか、何をするのか、どの
ようなことを大切に行うか等について、見通しをもってタイムマネジメントが
できますね。

 このような見方で、他の学力調査等の結果を分析・活用することで、確か
な実態把握に基づいた個別最適な学びの展開が期待できますね。
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研修時期の改善

研修内容の充実

４ 参考 令和7年度全国学力・学習状況調査における調査結果の公表及び結果返却のスケジュール

日時 公表内容 結果返却

7月14日（月）
１０：００

結果公表①：全国的な実施状況
（正答率・IRTバンド分布などの全国平均）

・学校向け各種帳票
・児童生徒の個人票

7月22日（火）
－

・教育委員会向け帳票

7月31日（木）
１７：００

結果公表②：全国データに基づく分析結果
・結果（概要）
・結果（概要）のポイント
・報告書

－

9月30日（火）
１７：００

結果公表③：都道府県・指定都市別データ
・分布や習熟度に目配りしたグラフ（箱ひげ図、層分布）
・都道府県・指定都市別結果チャート
・都道府県(指定都市を含む)の散布図
・都道府県・指定都市別ノート
・調査結果資料 【都道府県・指定都市別】

－

次年度の学力向上に関するPDCAサイクルの計画立案の際に御確認くだ
さい。特に、夏季休業前や夏季休業中にできることについて、本年度のうち
に、本年度のメンバーで、本章の工夫事例も参考にしながら検討し、次年度
に向けて年間計画を見直しておくといいですね。
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